
【研修情報】
＜2018年度臨床腫瘍学講座＞　
　　会場：静岡がんセンター　管理棟４階　研修室1　　開催時間：18：00～19：30
臨床腫瘍学講座を毎月開催し、地域の医療従事者の方々にも公開しております。是非ご参加ください。

【地域交流会のお知らせ】
本年度も静岡県がん医療連携地域交流会を開催します。
　日　時 ： 11月29日（木）19時～21時　
　会　場 ： 沼津市プラサヴェルデ　
※テーマ等の詳細は後日施設宛または医師会等宛に
　ご連絡いたします。

※9月以降も3～4回／月の研修を予定しています。お申込み等詳しくは別紙をご参照ください。
　臨床腫瘍学講座についてのお問い合わせは下記までお願いします。
　　　静岡がんセンター　総務課　研究研修班　　TEL　055-989-5222（代）

発　行　静岡県立静岡がんセンター 　患者家族支援センター　地域医療連携室       
　　　　〒411-8777　駿東郡長泉町下長窪1007　　　TEL　055-989-5222 
発行責任者　地域医療連携室長　林　さとみ

地域医療連携室よりお知らせ

静岡県東部地域の介護施設や病院でがん患者
のケアや看取りに従事する介護職の方を対象
にした研修会です。
　第1回目　2018年12月15日（土）
　第2回目　2019年  3月  9日（土）
※対象となるご施設宛に後日ご案内をいたし
　ます。　
お問い合わせ：静岡がんセンター地域医療連携室

日　　時 テーマ 講師（敬称略）
7月13日

7月20日

7月27日
8月10日
8月17日
8月24日

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理
がんの分子生物学・遺伝子変異
～プロジェクトHOPEを中心に～
痛みの緩和で大切なこと
がん治療における標準的な基準
がん患者における口腔ケア
肝細胞癌

国立遺伝学研究所　人類遺伝研究部門教授　井ノ上逸朗先生

研究所副所長　　　楠原　正俊

緩和医療科医長　　佐藤　哲観
呼吸器内科医長　　釼持　広知
歯科口腔外科部長　百合草　健圭志
IVR科部長　　　　 新槇　剛

静岡がんセンター地域医療連携室より、地域の医療機関、介護関連施設の皆様に、静岡がんセ
ンターの最新情報をお届けいたしました。タイトルの【やまびこ】は、静岡がんセンターの開
院当初にあった多目的ホールの名称です。外来の拡張に伴い今は診察室に姿を変えています
が、当時はこのホールで開院の準備や研修・会議などを行っておりました。開院当初の熱い思

いを忘れることなく、また呼べば答える「やまびこ」のように地域の皆様と交流を図っていきたいと考え名
づけました。今後ともよろしくお願い申し上げます。

編 集
記後

2日間で
全課程です

＜介護者のためのがん患者ケア研修＞
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静岡がんセンターとファルマバレーセンターの
イメージキャラクター「ファルマの王子様と王女様」

　静岡がんセンターは2002年9月に診療を開始して以来15年間、「患者さんの視
点を重視する」がん医療の提供を基本理念とし、医師、看護師だけでなく、多職種
が医療チームを組んで、患者さんとご家族を徹底支援する最善のがん医療の提
供に努めてまいりました。

　がんの根治を目指した難易度の高い手術を手がける一方、体に負担の少ない内視鏡手術や体腔
鏡下手術、ロボット支援手術をいち早く導入し、技術の開発と向上に努めた結果、全国トップレベ
ルの治療件数をかぞえるところとなりました。放射線治療についても、最新の治療装置を導入し、
陽子線治療と一体となって、合併症の軽減と治療成績の向上を図っております。内科グループは、
新しい抗がん剤の治験、治療薬の新しい組み合わせ（レジメン）についての臨床研究にも積極的に
取り組み、全国の多施設共同研究において中心的な役割を果たしております。また、脳転移や骨転
移を生じた患者さんの在宅復帰に向けては、脳神経外科・整形外科・リハビリテーション科が、全
国のがん専門病院に先駆けた積極的な取り組みを行っております。
　少子高齢社会に入り、新しい時代の医療のあり方が国を挙げて議論されています。静岡がんセ
ンターは、これからも世界レベルのがん医療を目指すとともに、同時に地域の中で医療連携を進
め、患者さんの通院、入院、在宅診療の一貫したがん医療を進めてまいります。
　がん患者の高齢化が進んでいます。しかも独居世帯、老老介護世帯が増加しております。在宅療
養が推進されるとはいえ、医療サービスには限界があります。静岡がんセンターは、これらを今後
解決すべき重大な課題と考え、連携スタッフの充実、地域医療機関・介護施設等との連携の充実を
図っていきます。
　今回、地域医療連携だより「やまびこ」を発行するに当たり、連携にかける私の意気込みを述べ
させていただきました。皆様方のあたたかいご支援とご助言を心よりお願い申し上げます。

静岡県立静岡がんセンター
地域医療連携だより

病院長あいさつ　　～地域医療連携だよりの発行に寄せて～

静岡県立静岡がんセンター　病院長　　　高橋　　満
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　常日頃より、乳癌診療にご協
力いただき、ありがとうござい
ます。医療の高度化・専門化に伴
い、当院におきましても、乳癌診
断に関しては乳腺画像診断科、
外科的治療に関しては乳腺外
科、薬物療法に関しては女性内

科が主な窓口になって対応するようにしております。
　静岡県東部（～中部）の医療の一翼を担うべく、日々努
力して参ります。治療の必要な患者様を、是非、ご紹介い
ただければ幸いです。

　４名のスタッフで、主に外科的治療と周
術期補助療法の治療を行っています。整容
性と根治性の揺れ動く判断の中で、当該患
者さんに対して、ベストな外科的治療を念
頭に置きながら、治療を行なっています。
また、形成外科との協力のもと、即時再建
も徐々に行っています。出来るだけ、患者
さんの気持ちに寄り添いながら、医療を提
供したいと考えております。

文責　西村誠一郎

今回は

静岡がんセ
ンターの

乳腺診療グ
ループ

（乳腺外科
、女性内科

、

乳腺画像診
断科）を

ご紹介しま
す。

　当科は腫瘍内科の思考ロジックに基づき、
内分泌療法・分子標的療法・化学療法など、ガ
イドラインに準拠した標準治療を提供する
だけではなく、多くの企業治験及び臨床試験
も取り入れております。対象となる疾患は、
主に進行／再発乳癌ですが、企業治験におい
ては早期乳癌（術前／術後薬物療法）も対象
としております。
　当科は静岡県のみならず東海地区におけ
る企業治験の重要なサイトとして認識され
ており、本年（2018年）6月現在で14の企業
治験を実施中（組み入れ終了またはフォ
ローアップ中も含む）です。

文責　渡邉純一郎

　内科的管理が必要な初再発・未治療進行
例、治験・臨床試験の適格例など、腫瘍内科医
の介入が適切とお考えの場合は、是非ご相談
ください。

　企業治験は術前／術後薬物療法および進行／再発薬
物療法、いずれも取り扱っております。（登録終了などに
よりご希望に添えない場合もございますので、必ず事前
にご相談ください。ご希望のご施設には定期的に情報を
提供させていただきます。）
　また、貴施設での治療方針決定に役立てていただける
よう、セカンドオピニオンは可能な限り速やかに対応致
します。

　乳癌罹患者は年間９万人を超え、死亡者
数もなかなか減少させられない現状があり
ます。静岡県内でも推計3,000名近くの方が乳
癌に罹られて、苦しまれております。我々、単一
施設だけで対応することは不可能で、地域の先

生方はじめ医療スタッフの皆様のご協力は不可欠と考
えております。当グループも日々精進して参りますが、
是非とも、ご厚情、ご助力いただければ幸いです。今後と
も、乳癌患者様のため、ご協力ください。よろしくお願い
申し上げます。

乳 腺 外 科

女 性 内 科
例、治験・臨床試験の適格例など、腫瘍内科医
の介入が適切とお考えの場合は、是非ご相談
ください。
の介入が適切とお考えの場合は、是非ご相談
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乳腺診療グループ 多職種スタッフ

　静岡がんセンターの地域医療連携室は、患者家族支援センターに所属しています。
　患者家族支援センターは、【初診・入院支援室】【外来患者支援室】【緩和ケアセンター】【在宅・転院支援室】
【地域医療連携室】の５つの部署で患者さんとご家族が安心して治療を受け療養生活が送れるように、専任
スタッフがお話を伺い相談の内容に合わせて多職種で支援を行っています。

今回は、「やまびこ」発行を担当しております、地域医療連携室をご紹介いたします。
　地域との連携の窓口として、受診・セカンドオピニオンの予約対応や他病院を受診する患者さんへ、病院・
かかりつけ医等の紹介を行います。地域の医療機関からのお問い合わせへの対応や、当院からの情報提供な
ど、医療機関同士の橋渡しの役割を担います。また地域との連携を推進するため、研修会や交流会の開催・運
営などの活動も行っています。

　乳腺画像診断科は、乳がんの疑いのある
患者にマンモグラフィ・超音波検査やMRI
などの画像検査や乳腺画像誘導下生検を実
施しています。そして、迅速かつ正確に乳腺
病変の診断を行い、その結果を直接患者さ
んに外来で丁寧にご説明するとともにご紹
介いただきました地域医療機関の先生方に
その結果をご報告致します。また、経過観察
が必要な患者に対しては責任を持って当科
外来で診させていただきます。

文責　植松　孝悦

乳がんは他の乳腺疾患と区別がつきにくい
ため、当センターでは乳腺外来の一診療科と
して日本放射線学会放射線診断専門医および
日本乳癌学会専門医の資格を有する乳腺画像診
断の専門医師が担当し、新規患者の診療と検査・診

断をしています。乳がん画像の読影も含め、乳腺画像診断
に長けた医師が迅速かつ正確に乳がんを診断し、すみや
かに適切な乳がん治療へとつなげています。また、年間
600件を超える針生検、吸引式組織生検、乳腺画像誘導下
生検を当科で実施しています。こうした乳腺診療は乳が
ん診療先進国のアメリカと同じ方式で、国内では当院だ
けが導入しています。乳腺画像診断専門の医師が乳腺の
生検を行うことで、迅速かつ正確な診断を提供すること
が可能となります。地域医療機関の先生方におかれまし
ては、乳がん検診を初めとして乳腺画像診断について何
かありましたらお気軽にご相談くだされば幸いです。今
後ともご指導ご教授のほどよろしくお願いします。

乳腺画像診断科

部 署 紹 介 コーナー 地域医療連携室

＜事務所＞2階　正面玄関右側のよろず相談事務室内

＜スタッフ＞　　14名　　※全スタッフ女性です！

室長（看護師長）　  1名

事務職員　　　　  6名

委託事務職員　　  7名

女子（おなご）
パワー全開で
がんばってます！
どうぞよろしく
お願いします。
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ど、医療機関同士の橋渡しの役割を担います。また地域との連携を推進するため、研修会や交流会の開催・運
営などの活動も行っています。

　乳腺画像診断科は、乳がんの疑いのある
患者にマンモグラフィ・超音波検査やMRI
などの画像検査や乳腺画像誘導下生検を実
施しています。そして、迅速かつ正確に乳腺
病変の診断を行い、その結果を直接患者さ
んに外来で丁寧にご説明するとともにご紹
介いただきました地域医療機関の先生方に
その結果をご報告致します。また、経過観察
が必要な患者に対しては責任を持って当科
外来で診させていただきます。

文責　植松　孝悦

乳がんは他の乳腺疾患と区別がつきにくい
ため、当センターでは乳腺外来の一診療科と
して日本放射線学会放射線診断専門医および
日本乳癌学会専門医の資格を有する乳腺画像診
断の専門医師が担当し、新規患者の診療と検査・診

断をしています。乳がん画像の読影も含め、乳腺画像診断
に長けた医師が迅速かつ正確に乳がんを診断し、すみや
かに適切な乳がん治療へとつなげています。また、年間
600件を超える針生検、吸引式組織生検、乳腺画像誘導下
生検を当科で実施しています。こうした乳腺診療は乳が
ん診療先進国のアメリカと同じ方式で、国内では当院だ
けが導入しています。乳腺画像診断専門の医師が乳腺の
生検を行うことで、迅速かつ正確な診断を提供すること
が可能となります。地域医療機関の先生方におかれまし
ては、乳がん検診を初めとして乳腺画像診断について何
かありましたらお気軽にご相談くだされば幸いです。今
後ともご指導ご教授のほどよろしくお願いします。

乳腺画像診断科

部 署 紹 介 コーナー 地域医療連携室

＜事務所＞2階　正面玄関右側のよろず相談事務室内

＜スタッフ＞　　14名　　※全スタッフ女性です！

室長（看護師長）　  1名

事務職員　　　　  6名

委託事務職員　　  7名

女子（おなご）
パワー全開で
がんばってます！
どうぞよろしく
お願いします。
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ため、当センターでは乳腺外来の一診療科と
して日本放射線学会放射線診断専門医および
日本乳癌学会専門医の資格を有する乳腺画像診
して日本放射線学会放射線診断専門医および

地域医療機関の
みなさまへのメッセージ



【研修情報】
＜2018年度臨床腫瘍学講座＞　
　　会場：静岡がんセンター　管理棟４階　研修室1　　開催時間：18：00～19：30
臨床腫瘍学講座を毎月開催し、地域の医療従事者の方々にも公開しております。是非ご参加ください。

【地域交流会のお知らせ】
本年度も静岡県がん医療連携地域交流会を開催します。
　日　時 ： 11月29日（木）19時～21時　
　会　場 ： 沼津市プラサヴェルデ　
※テーマ等の詳細は後日施設宛または医師会等宛に
　ご連絡いたします。

※9月以降も3～4回／月の研修を予定しています。お申込み等詳しくは別紙をご参照ください。
　臨床腫瘍学講座についてのお問い合わせは下記までお願いします。
　　　静岡がんセンター　総務課　研究研修班　　TEL　055-989-5222（代）

発　行　静岡県立静岡がんセンター 　患者家族支援センター　地域医療連携室       
　　　　〒411-8777　駿東郡長泉町下長窪1007　　　TEL　055-989-5222 
発行責任者　地域医療連携室長　林　さとみ

地域医療連携室よりお知らせ

静岡県東部地域の介護施設や病院でがん患者
のケアや看取りに従事する介護職の方を対象
にした研修会です。
　第1回目　2018年12月15日（土）
　第2回目　2019年  3月  9日（土）
※対象となるご施設宛に後日ご案内をいたし
　ます。　
お問い合わせ：静岡がんセンター地域医療連携室

日　　時 テーマ 講師（敬称略）
7月13日

7月20日

7月27日
8月10日
8月17日
8月24日

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理
がんの分子生物学・遺伝子変異
～プロジェクトHOPEを中心に～
痛みの緩和で大切なこと
がん治療における標準的な基準
がん患者における口腔ケア
肝細胞癌

国立遺伝学研究所　人類遺伝研究部門教授　井ノ上逸朗先生

研究所副所長　　　楠原　正俊

緩和医療科医長　　佐藤　哲観
呼吸器内科医長　　釼持　広知
歯科口腔外科部長　百合草　健圭志
IVR科部長　　　　 新槇　剛

静岡がんセンター地域医療連携室より、地域の医療機関、介護関連施設の皆様に、静岡がんセ
ンターの最新情報をお届けいたしました。タイトルの【やまびこ】は、静岡がんセンターの開
院当初にあった多目的ホールの名称です。外来の拡張に伴い今は診察室に姿を変えています
が、当時はこのホールで開院の準備や研修・会議などを行っておりました。開院当初の熱い思

いを忘れることなく、また呼べば答える「やまびこ」のように地域の皆様と交流を図っていきたいと考え名
づけました。今後ともよろしくお願い申し上げます。

編 集
記後

2日間で
全課程です

＜介護者のためのがん患者ケア研修＞
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静岡がんセンターとファルマバレーセンターの
イメージキャラクター「ファルマの王子様と王女様」

　静岡がんセンターは2002年9月に診療を開始して以来15年間、「患者さんの視
点を重視する」がん医療の提供を基本理念とし、医師、看護師だけでなく、多職種
が医療チームを組んで、患者さんとご家族を徹底支援する最善のがん医療の提
供に努めてまいりました。

　がんの根治を目指した難易度の高い手術を手がける一方、体に負担の少ない内視鏡手術や体腔
鏡下手術、ロボット支援手術をいち早く導入し、技術の開発と向上に努めた結果、全国トップレベ
ルの治療件数をかぞえるところとなりました。放射線治療についても、最新の治療装置を導入し、
陽子線治療と一体となって、合併症の軽減と治療成績の向上を図っております。内科グループは、
新しい抗がん剤の治験、治療薬の新しい組み合わせ（レジメン）についての臨床研究にも積極的に
取り組み、全国の多施設共同研究において中心的な役割を果たしております。また、脳転移や骨転
移を生じた患者さんの在宅復帰に向けては、脳神経外科・整形外科・リハビリテーション科が、全
国のがん専門病院に先駆けた積極的な取り組みを行っております。
　少子高齢社会に入り、新しい時代の医療のあり方が国を挙げて議論されています。静岡がんセ
ンターは、これからも世界レベルのがん医療を目指すとともに、同時に地域の中で医療連携を進
め、患者さんの通院、入院、在宅診療の一貫したがん医療を進めてまいります。
　がん患者の高齢化が進んでいます。しかも独居世帯、老老介護世帯が増加しております。在宅療
養が推進されるとはいえ、医療サービスには限界があります。静岡がんセンターは、これらを今後
解決すべき重大な課題と考え、連携スタッフの充実、地域医療機関・介護施設等との連携の充実を
図っていきます。
　今回、地域医療連携だより「やまびこ」を発行するに当たり、連携にかける私の意気込みを述べ
させていただきました。皆様方のあたたかいご支援とご助言を心よりお願い申し上げます。

静岡県立静岡がんセンター
地域医療連携だより

病院長あいさつ　　～地域医療連携だよりの発行に寄せて～

静岡県立静岡がんセンター　病院長　　　高橋　　満
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